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激
励
に
羽
生
田
た
か
し
参
議

院
議
員
、
江
澤
和
彦
日
医
連
参

与
（
日
医
常
任
理
事
）
が
駆
け

つ
け
た
ほ
か
、
自
民
党
の
比
例

区
の
特
定
枠
の
候
補
者
に
決
定

し
て
い
る
、
藤
井
一
博
先
生

（
倉
吉
市
・
藤
井
政
雄
病
院
病

院
）、
山
口
雅
志
県
議
（
鳥
取
市

選
挙
区
）
か
ら
も
担
当
県
議
と

し
て
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

決
意
表
明
と
し
て
自
見
は
な

こ
先
生
か
ら
は
、
厚
生
労
働
大

臣
政
務
官
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
集
団
感
染

が
起
き
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

　

決
起
大
会
で
は
、
渡
辺
委
員

長
が
「
こ
の
夏
の
参
議
院
議
員

選
挙
は
大
変
厳
し
い
選
挙
と
な

る
。
特
に
投
票
率
の
低
下
が
非

常
に
懸
念
さ
れ
る
。
自
見
は
な

こ
先
生
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
。

『
自
見
は
な
こ
先
生

『
自
見
は
な
こ
先
生

��

決
起
大
会
』
開
催

決
起
大
会
』
開
催

リ
ン
セ
ス
号
の
現
地
対
策
本

部
に
お
い
て
現
場
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
や
、
生

育
基
本
法
成
立
ま
で
事
務
局

長
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に
向
け
て

勉
強
会
設
立
な
ど
六
年
間
の
実

績
を
強
調
。「
七
月
の
投
票
日
ま

で
わ
ず
か
と
な
り
、
更
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
地
元
東
部
医
師
連

盟
の
石
谷
委
員
長
の
発
声
に
よ

り
、
必
勝
を
期
し
て
ガ
ン
バ

ロ
ー
コ
ー
ル
を
三
唱
し
気
勢
を

あ
げ
た
。

　

参
議
院
議
員
選
挙
は
今
の
と

こ
ろ
六
月
二
十
二
日
公
示
、
七

月
十
日
投
票
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

��������

��������

　
鳥
取
県
医
師
連
盟
は
、
三
月
十
九
日
、
鳥
取
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
今
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議
員
選
挙
の
比

例
区
に
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
自
見
は
な
こ
先
生
を
迎
え
、

決
起
大
会
を
開
催
し
た
。

▲渡辺委員長

▲自見はなこ参議院議員

▲ガンバロー！ガンバロー！ガンバロー！
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①医師連盟推薦候補者の県内での得票数の推移は表
のとおりである。お住まいの市町村の得票数を確
認いただき、さらなる上乗せをお願いしたい。

②投票率の低下が非常に懸念される。選挙のたびに
投票率が下がっており、前回は50％を切った。選
挙区選挙は投票に行かなくとも当選は決まったよ
うなものだとして投票に行かず、前回以上に投票
率が下がることが非常に心配だ。会員の先生方は
もちろんのこと、ご家族、従業員など医療機関の
皆様はぜひとも投票に行っていただきたい。

③参議院選挙には、選挙区と比例区がある。比例区は候補者の「個人名を書く」
ことが重要である。政党名での投票では、自見はなこ先生の得票とはならない。
当選は個人の得票順に決まることをご理解いただきたい。

渡辺委員長挨拶に関連した資料

参議院選挙 全国比例区 
医師連盟推薦候補者の市町村別得票数の推移 

令和４年７月 
鳥取県医師連盟調べ 

（ ）は前回との比較             ［敬称略］ 

市市町町村村  
第第２２３３回回（（平平２２５５））  

羽羽生生田田たたかかしし  

第第２２４４回回（（平平２２８８））  

自自見見ははななここ  

第第２２５５回回（（令令元元））  

羽羽生生田田たたかかしし  

第第２２６６回回（（令令４４））  

自自見見ははななここ  

鳥取市 521 308 377  

岩美町 13 4 9  

若桜町 39 19 28  

智頭町 3 1 4.121  

八頭町 31 12 25  

東部 計 660077  334444  
（（－－226633  5566..6677％％））  

444433.121  
［［＋＋9999  112288..7788％％］］  

  

倉吉市 138 155 167.538  

三朝町 5 18 15  

湯梨浜町 25 29 24  

琴浦町 41 28 39  

北栄町 38 33 13  

中部 計 224477  226633  
（（＋＋1166  110066..4488％％））  

225588.538  
［［－－55  9988..1100％％］］  

  

米子市 469 312 380  

境港市 71 41 60.491  

日吉津村 3 6 5  

大山町 56 11 13  

南部町 11 12 27  

伯耆町 22 12 17  

日南町 4 3 1  

日野町 0 1 1  

江府町 4 1 3  

西部 計 664400  339999  
（（－－224411  6622..3344％％））  

550077.491  
［［＋＋110088  112277..0077％％］］  

  

鳥鳥取取県県  11,,449944
11,,000066  

（（－－448888  6677..3344％％））

11,,220099.150  
［［＋＋220033  112200..1188％％］］

22,,000000  

全 国 
249,818 

当選１８議席中 
第６位 当選

210,562 
当選１９議席中 

第９位 当選 
（（－－3399,,225566  8844..2299％％））

152,807 
当選１９議席中 
第１６位 当選 

［［－－5577,,775555  7722..5577％％］］

200,000 

 

令和4年3月19日
鳥取県医師連盟調べ

回数 期日 候補者 鳥取県得票数 鳥取県順位 全国得票数 全国順位 当選議席数 鳥取県投票率
第２１回 2007/7/29 武見敬三 1,718 15 186,616 15 14 67.67
第２２回 2010/7/11 西島英利 596 21 76,131 21 12 65.77
第２３回 2013/7/21 羽生田たかし 1,494 6 249,818 6 18 58.88
第２４回 2016/7/10 自見はなこ 1,006 10 210,562 9 19 56.28
第２５回 2019/7/21 羽生田たかし 1,209 7 152,807 16 19 49.98
第２６回 2022/7/10 自見はなこ

全国得票数

鳥取県得票数・投票率

参議院選挙の得票数と投票率の推移

武見敬三 西島英利 羽生田たかし 自見はなこ 羽生田たかし 自見はなこ

鳥取県得票数 1,718 596 1,494 1,006 1,209

鳥取県投票率 67.67 65.77 58.88 56.28 49.98
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武見敬三 西島英利 羽生田たかし 自見はなこ 羽生田たかし 自見はなこ

全国得票数 186,616 76,131 249,818 210,562 152,807
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資料提供：日本医師連盟
14 15

５－(b). 開票結果から見える記入状況５－(a). 参議院比例代表（全国区）投票方法

応援を
お願いします !

(A)  参議院比例代表（全国区）投票方法 (B)  開票結果から見える記入状況
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自
見
は
な
こ

6年
間
で

取
り
組
ん
だ
主
な
実
績

第
24

回
参
議
院
議
員

選
挙

初
当
選

医
師
養
成
課
程
の
見
直
し

・
「

医
師

養
成

の
過

程
か

ら
医

師
偏

在
是

正
を

求
め

る
議

員
連

盟
」

を
20

17
年

11
月

に
設

立
。

・
20

20
年

度
か

ら
臨

床
研

修
で

の
外

科
、

産
婦

人
科

、
小

児
科

、
精

神
科

の
再

必
修

化
を

実
現

。
・

20
21

年
に

は
医

療
法

改
正

が
実

現
し

、
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト

ド
ク

タ
ー

を
法

制
化

。
医

学
部

生
の

で
き

る
医

療
行

為
を

明
確

化
す

る
。

・
卒

前
の

臨
床

実
習

と
卒

後
の

初
期

研
修

の
シ

ー
ム

レ
ス

化
（

い
わ

ゆ
る

２
＋

２
）

は
現

在
、

医
道

審
議

会
医

師
分

科
会

で
審

議
さ

れ
実

現
に

向
か

っ
て

い
る

。

・
20

18
年

3月
～

自
民

党
政

調
「

外
国

人
観

光
客

に
対

す
る

医
療

PT
」

に
て

事
務

局
長

を
拝

命
。

医
療

通
訳

等
へ

の
予

算
獲

得
に

加
え

、
医

療
費

未
払

い
歴

の
あ

る
外

国
人

の
入

国
拒

否
も

可
能

と
す

る
入

国
管

理
の

厳
格

化
を

実
現

。
・

20
18

年
7月

～
自

民
党

政
調

「
在

留
外

国
人

に
係

る
医

療
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ
」
に
て
事
務
局
長
を
拝
命
。

20
19

年
健

康
保

険
法

の
改

正
を

行
い

、
翌

20
20

年
か

ら
被

扶
養

者
の

新
た

な
要

件
に

「
日

本
国

内
に

住
所

を
要

す
る

こ
と

」
が

追
加

さ
れ

た
。

外
国
人
医
療
①

臨
床
工
学
技
士
の
活
躍
促
進

・
「

臨
床

工
学

技
士

の
資

質
向

上
を

求
め

る
議

員
連

盟
」

を
20

18
年

5月
に

設
立

。
・

医
師

の
働

き
方

改
革

に
伴

う
臨

床
工

学
技

士
等

へ
の

タ
ス

ク
・

シ
フ

ト
／

シ
ェ

ア
の

推
進

の
た

め
の

医
療

法
等

の
改

正
に

併
せ

て
、

20
21

年
5月

の
臨

床
工

学
技

士
法

改
正

が
実

現
。

乳
幼
児
液
体
ミ
ル

ク
国
内
に

お
け
る

販
売

開
始

成
育
基
本
法
成
立

・
妊

娠
期

か
ら

乳
幼

児
期

、
学

童
期

、
思

春
期

、
青

年
ま

で
、

切
れ

目
な

い
サ

ポ
ー

ト
を

目
的

と
す

る
成

育
基

本
法

を
超

党
派

議
員

連
盟

の
事

務
局

長
と

し
て

20
18

年
12

月
に

議
員

立
法

。
・

20
21

年
2月

に
閣

議
決

定
さ

れ
た

成
育

医
療

等
基

本
方

針
に

は
、

小
児

の
視

覚
屈

折
検

査
、

先
天

性
股

関
節

脱
臼

の
早

期
発

見
と

療
育

支
援

、
新

生
児

聴
覚

検
査

の
促

進
、

学
校

検
診

で
の

側
弯

症
の

早
期

発
見

な
ど

が
盛

り
込

ま
れ

、
予

算
も

大
幅

に
増

額
。

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法

自
民

党
「

死
因

究
明

体
制

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
」

事
務

局
長

と
し

て
、

20
19

年
4月

死
因

究
明

等
推

進
法

が
恒

久
法

と
し

て
成

立
を

実
現

。

難
聴

対
策

推
進

議
員

連
盟

・
「

難
聴

対
策

推
進

議
員

連
盟

」
を

20
19

年
4月

に
設

立
。

・
20

19
年

12
月

ま
で

に
計

12
回

の
議
連

総
会

を
重

ね
、

全
世
代

型
の

難
聴

対
策

の
指

針
「

Ja
pa

n 
He

ar
in

g 
Vi

sio
n」

を
取

り
ま

と
め

る
。

・
令

和
2年

度
は

「
新

生
児

聴
覚

検
査

及
び

聴
覚

障
害

児
支

援
」

へ
の

予
算

、
対

前
年

度
比

約
12

倍
の

6億
円

獲
得

。
・

令
和

2年
度

診
療

報
酬

改
定

に
お

い
て

は
ﾘﾊ

ﾋﾞ
ﾘﾃ

ｰｼ
ｮﾝ

料
の

見
直

し
と

し
て

、
言

語
聴

覚
士

の
活

躍
推

進
。

母
子
保
健
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
産
後
ケ
ア
法
制
化
の
実
現

脳
卒
中
・
循
環
器

病
対
策
基
本
法

・
20

20
年

1月
に

「
超

党
派

脳
卒

中
・

循
環

器
病

対
策

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
議

員
連

盟
」

を
設

立
・

20
20

年
10

月
27

日
に

は
基

本
計

画
が

閣
議

決
定
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
も
協
議
会
が
立
ち

上
が

り
、

基
本

計
画

に
基

づ
い

た
循

環
器

病
対

策
推

進
計

画
が

策
定

、
20

23
年

度
ま

で
を

目
安

と
す

る
実

行
期

間
に

具
体

的
な

施
策

が
実

施
さ

れ
る

。

外
国
人
医
療
②

・
自

民
党

政
調

「
訪

日
外

国
人

観
光

客
コ

ロ
ナ

対
策

PT
」
事
務
局
長
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
観
光
客

の
一

連
の

行
動

を
統

合
的

か
つ

個
別

的
に

管
理

し
、

感
染

拡
大

防
止

を
多

重
的

に
図

る
こ

と
や

、
感

染
症

法
の

入
院

医
療

費
の

民
間

保
険

優
先

な
ど

盛
り

込
ん

だ
提

言
を

20
20

年
に

取
り

ま
と

め
る

。
・

結
果

と
し

て
20

21
年

6月
の

事
務

連
絡

に
よ

り
、

短
期

滞
在

入
国

者
等

に
つ

い
て

は
、

加
入

す
る

民
間

医
療

保
険

の
補

償
額

の
範

囲
内

で
自

己
負

担
を

求
め

て
良

い
こ

と
が

明
示

さ
れ

る
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
医

療
機

器
の

課
題

解
決

と
発

展
に

向
け

て
、

自
民

党
政

調
「

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

推
進

特
命

委
員

会
」

の
事

務
局

次
長

と
し

て
尽

力

こ
ど
も
家
庭
庁

・
20

21
年

2月
に

自
民

党
若

手
有

志
で

Ch
ild

re
n 

Fi
rs

tの
子

ど
も

行
政

の
あ

り
方

勉
強

会
を

設
立

・
こ

れ
ま

で
30

回
以

上
の

勉
強

会
を

重
ね

、
20

22
年

通
常

国
会

に
て

設
置

法
提

出
予

定

・ こ ど も ま ん な か 社 会 の 実 現 ／ 少 子 化 対 策

・ 地 域 医 療 を 守 る

・ 国 民 皆 保 険 を 堅 持

HP
Vワ

ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
再
開
が
決
定

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

医
師
の
働
き
方
改
革

・
労
働
・
子
育
て
支
援
・
年
金
担
当

・
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
厚
生
労
働

省
対
策
推
進
本
部

」
本
部
長
代
理
と
し
て
、

ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
に

て
コ
ロ

ナ
対
応
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
シ
ス
テ
ム
、

Gｰ
M

IS
や

HE
Rｰ

SY
S等

の
構
築
に
あ
た
る
。

20
24

年
に
む
け
、
自
民
党
政
調

「
医
師
の
働
き
方
改
革
の
施
行

に
関
す
る

PT
」
が
発
足
、
事
務

局
長
を
拝
命
。

虐
待

/事
故
予
防
の

為
の
子
ど
も
の
死
因

究
明
に
着
手
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以前のようにサポーター名簿の獲得運動を展開しているが、スマートフォンアプリ「ライン」で「友だち登
録」して応援をお願いしたい。詳細はチラシのＱＲコードをスマホでかざして読み取っていただき、知り合
い等に「拡散」をお願いしたい。


